
陽
射
し
に
輝
く
白
い
城
。
白
鷺
に
例
え
ら
れ
る

優
美
な
姿
の
姫
路
城
。
平
成
の
大
改
修
工
事

か
ら
は
や
５
年
、
時
と
と
も
に
白
さ
は
薄
れ
て
い
く

と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
十
分
白
く
て

奇
麗
。
そ
の
優
美
な
お
城
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
大

手
前
通
り
の
先
に
、
山
陽
電
気
鉄
道
「
山
陽
姫
路

駅
」
は
あ
る
。

沿
線
観
光
に
は
特
急
が
便
利

山
陽
電
気
鉄
道
は
、
西に

し
だ
い代

駅
か
ら
山
陽
姫
路
駅
を

つ
な
ぐ
本
線
と
飾し

か
ま磨

駅
か
ら
山
陽
網あ

ぼ
し干

駅
を
つ
な
ぐ

網
干
線
か
ら
成
る
。
本
線
だ
け
で
も
54
・
７
㎞
あ
る

長
い
路
線
に
名
所
旧
跡
が
点
在
。
つ
ま
り
、
移
動
に

結
構
時
間
が
か
か
る
。
お
ま
け
に
天
気
予
報
は
晴
れ

の
ち
曇
り
。
景
色
を
楽
し
む
名
所
に
は
雲
が
広
が
っ

て
く
る
前
に
た
ど
り
着
き
た
い
。
姫
路
城
を
早
々
に

後
に
し
て
、
山
陽
姫
路
駅
に
向
か
う
。

山
陽
電
気
鉄
道
の
本
線
に
は
、
西
代
駅
か
ら
神
戸

高
速
線
を
経
由
し
て
阪
神
電
鉄
本
線
に
乗
り
入
れ
、

阪
神
、
阪
急
そ
れ
ぞ
れ
の
神
戸
三
宮
駅
ま
で
行
く
普

通
電
車
と
Ｓ
特
急
、
阪
神
大
阪
梅
田
駅
ま
で
行
く
直

通
特
急
な
ど
が
あ
る
。
一
日
乗
車
券
も
有
効
エ
リ
ア
に

よ
っ
て
種
類
が
豊
富
。
今
回
は
「
三
宮
・
姫
路
１
ｄ

ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
購
入
し
、
直
通
特
急
に
乗
車
。

停
車
駅
の
少
な
い
直
通
特
急
は
途
中
駅
を
ど
ん
ど

ん
飛
ば
す
。
住
宅
ば
か
り
だ
っ
た
車
窓
の
景
色
に
海

の
気
配
が
見
え
隠
れ
し
始
め
、
山
陽
明
石
駅
に
停
車

し
た
電
車
が
再
び
動
き
出
す
と
、
大
き
な
明
石
海
峡

大
橋
が
目
の
前
に
現
れ
る
。
電
車
は
海
沿
い
を
走
り

始
め
、
穏
や
か
な
明
石
の
海
が
車
窓
に
広
が
る
。
通

過
し
て
い
く
駅
か
ら
の
眺
め
も
良
さ
そ
う
で
「
降
り

て
み
た
い
！
」
と
思
う
け
れ
ど
、
こ
こ
は
我
慢
。
山

陽
垂た

る
み水

駅
で
普
通
電
車
に
乗
り
換
え
て
、
目
的
地
、

須
磨
浦
公
園
駅
に
到
着
。

昭
和
の
雰
囲
気
で
景
色
を
楽
し
む

向
か
う
の
は
改
札
を
出
て
す
ぐ
右
手
、
須
磨
浦
山

上
遊
園
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
乗
車
口
。
乗
車
券
売
り
場

で
は
、
係
員
さ
ん
が
乗
車
券
の
説
明
を
し
て
く
れ

る
。「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
カ
ー
レ
ー
タ
ー
に
乗
り

継
ぐ
と
回
転
展
望
閣
ま
で
行
け
ま
す
」。

カ
ー
レ
ー
タ
ー
と
は
「
日
本
一
乗
り
心
地
が
悪
い
」

と
評
判
で
、
乗
り
心
地
の
悪
さ
を
適
度
に
保
つ
よ
う

に
整
備
し
て
い
る
と
い
う
謎
の
乗
り
物
。
お
一
人
様

で
乗
車
す
る
に
は
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

回
転
展
望
閣
に
は
歩
い
て
も
行
け
る
と
い
う
の
で
、

お
と
な
し
く
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
乗
車
券
の
み
購
入
。

定
員
30
人
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
独
り
占
め
し
て
約
３

分
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
降
り
、
カ
ー
レ
ー
タ
ー
を
横

目
に
階
段
を
上
が
っ
て
回
転
展
望
閣
に
向
か
う
。

随
分
昔
に
聞
い
た
よ
う
な
曲
が
流
れ
る
中
に
た
た

ず
む
回
転
展
望
閣
は
、「
昭
和
」
の
雰
囲
気
満
点
。

中
に
入
る
と
無
人
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
か
ら
明
る
い

機
械
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
さ
ら
に
「
昭
和
」
感
が

増
す
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
で
階
段
を
上
る

と
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
円
形
屋
内
展
望
室
兼
喫
茶
室
？

に
出
る
。

少
し
雲
が
広
が
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
明
石
海
峡
大

橋
や
神
戸
市
内
、
大
阪
の
方
ま
で
十
分
見
渡
せ
る
。

じ
っ
と
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
自
分
が
ゆ
っ
く
り
右

側
に
動
い
て
行
く
。
こ
こ
は
「
回
転
」
展
望
台
だ
っ

た
。
回
転
に
逆
ら
っ
て
歩
い
て
み
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や

資
料
を
広
げ
て
仕
事
中
の
先
客
を
発
見
。
昨
今
、
広

が
り
つ
つ
あ
る
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
だ
ろ
う
か
。
平
日
昼

白漆喰で塗られた白鷺城。月日がたつと、
次第に黒みがかってくる

（右）ロープウェイ
乗り場も懐かしい
雰囲気（上）ゴン
ドラは紅白2台あ
る

山陽電気鉄道株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

太
陽
の
ご
機
嫌
を
伺
い
な
が
ら
、

瀬
戸
内
海
を
望
む
景
色
を
楽
し
み
、

歴
史
的
名
所
を
訪
ね
る
。

曇
っ
て
き
て
も
大
丈
夫
、

沿
線
グ
ル
メ
が
待
っ
て
い
る
。

山陽電気鉄道
【さんようでんきてつどう】

本線・網干線を合わせると総延長は 63.2
㎞。神戸高速線を介して阪神、阪急それ
ぞれの神戸三宮駅まで結ぶ。阪神電鉄と
の乗り入れでは、山陽姫路駅から阪神大
阪梅田駅まで相互直通運転も行う。

西
代

須磨浦公園
山陽垂水舞

子
公
園

山
陽
明
石

尾
上
の
松

飾
磨山

陽
網
干

山陽姫路

本線

網干線

高
砂

JR 山陽本線

山陽新幹線
神
戸
三
宮

姫路

加
古
川

MINTETSU SPRING 2020 28



間
は
静
か
で
空
い
て
い
る
。
し
か
も
視
線
を
上
げ
れ

ば
良
い
景
色
も
見
え
る
。
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
、
こ
こ
は
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぐ
る
り
と
景
色
を
楽
し
ん
で
、
再
び
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
に
乗
車
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
中
で
は
周
辺
の
観
光

情
報
が
流
れ
、
駅
近
く
の
海
岸
線
辺
り
が
、
源
平
の

「
一
ノ
谷
の
合
戦
」
の
場
所
で
あ
る
こ
と
、
合
戦
で

打
た
れ
た
平
敦
盛
の
首
塚
が
近
く
の
須
磨
寺
に
あ
る

こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
。
須
磨
寺
の
最
寄
り
駅

は
須
磨
寺
駅
。
須
磨
寺
駅
に
は
他
に
も
見
た
い
場
所

が
あ
る
。
さ
っ
そ
く
須
磨
寺
駅
へ
移
動
。

源
氏
に
縁
の
二
つ
の
お
寺

須
磨
寺
駅
か
ら
徒
歩
数
分
。
須
磨
寺
こ
と
「
上
野

山
福
祥
寺
」
は
、
源
平
縁
の
古
刹
。
重
々
し
い
雰
囲

気
の
お
寺
を
想
像
し
て
い
た
ら
、
何
だ
か
違
う
。
由

緒
正
し
そ
う
な
お
堂
の
近
く
に
、
狛
犬
と
い
う
に
は

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
顔
立
ち
の
像
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、

首
塚
の
近
く
に
、
可
愛
い
五
猿
の
像
が
あ
っ
た
り
。

境
内
に
は
「
何
こ
れ
、
何
あ
れ
」
が
い
っ
ぱ
い
。
何

と
も
言
え
な
い
面
白
さ
は
、
一
見
の
価
値
あ
り
。

「
あ
ぁ
面
白
か
っ
た
」
と
須
磨
寺
を
出
て
、
今
度

は
「
見
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
場
所
へ
。
こ
ち
ら
も

源
氏
に
縁
の
お
寺
。
た
だ
し
源
氏
は
源
氏
で
も
『
源

氏
物
語
』
の
光
源
氏
の
方
。
帝
の
寵
姫
と
の
関
係
が

露
見
し
た
源
氏
が
、
謹
慎
の
た
め
移
り
住
ん
だ
須
磨

で
の
居
住
地
と
さ
れ
て
い
る
現
光
寺
だ
。

須
磨
の
「
侘
び
住
ま
い
」
で
都
を
偲
び
、
源
氏
は

泣
き
暮
ら
す
の
だ
け
れ
ど
、
緑
の
松
に
可
憐
な
梅
が

植
え
ら
れ
た
現
光
寺
は
趣
あ
る
た
た
ず
ま
い
。
当
時

の
京
の
都
よ
り
水
も
空
気
も
良
さ
そ
う
だ
し
、「
そ

こ
ま
で
嘆
か
な
く
て
も
…
」
と
思
っ
て
か
ら
、
相
手

が
千
年
以
上
昔
の
架
空
の
人
物
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。

『
源
氏
物
語
』
に
思
い
入
れ
を
持
っ
て
現
光
寺
を

訪
ね
る
人
は
昔
か
ら
多
か
っ
た
よ
う
で
、
松
尾
芭
蕉

も
そ
の
一
人
。
境
内
に
は
須
磨
の
秋
を
詠
ん
だ
句
碑

が
残
る
。
た
だ
、
実
際
に
芭
蕉
が
こ
の
地
を
訪
ね
た

の
は
春
。
想
像
で
秋
を
詠
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
源
氏

が
見
た
須
磨
の
名
月
が
見
た
か
っ
た
と
悔
や
ん
で
い

た
と
い
う
か
ら
、
思
い
入
れ
が
す
ご
い
。

さ
て
、『
源
氏
物
語
』
で
源
氏
は
須
磨
か
ら
明
石

に
居
を
移
す
。
倣
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
明
石

海
峡
大
橋
を
眺
め
に
、
こ
ち
ら
も
須
磨
か
ら
明
石
方

面
へ
移
動
。

景
色
の
次
の
観
光
は

明
石
海
峡
大
橋
の
最
寄
り
駅
、
舞
子
公
園
駅
で
は

な
く
、
一
つ
手
前
の
霞
ヶ
丘
駅
で
下
車
。
向
か
う
は

五
色
塚
古
墳
。
古
墳
の
上
に
登
る
こ
と
が
で
き
、
明

石
海
峡
大
橋
と
手
前
を
走
る
電
車
を
一
緒
に
撮
影
で

き
る
と
い
う
。

天
気
予
報
が
当
た
り
、
雲
が
迫
っ
て
く
る
中
、
急

い
で
古
墳
に
駆
け
上
が
り
、
ど
う
に
か
逃
げ
切
り
成

功
。
雲
間
か
ら
の
陽
射
し
の
下
、
想
像
よ
り
近
い
淡

路
島
も
含
め
て
、
橋
と
電
車
を
写
真
に
収
め
る
。

姫
路
城
に
須
磨
浦
山
上
遊
園
、
現
光
寺
に
明
石
海

峡
大
橋
…
…
。
天
気
が
下
り
坂
に
な
る
前
に
見
た

か
っ
た
景
色
は
見
た
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
次
は
明
石
焼

か
、
話
題
の
ご
当
地
グ
ル
メ
か
。
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ

ト
は
三
宮
ま
で
行
け
る
か
ら
、
神
戸
ス
イ
ー
ツ
も
い

い
な
…
グ
ル
メ
に
天
気
は
関
係
な
し
。
時
間
い
っ
ぱ

い
、
目
い
っ
ぱ
い
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
ま
で
、
行
っ
て

き
ま
す
。

上／須磨寺には面白いものが
いっぱい。狛犬ではなく…？
右／本堂は由緒正しい雰囲気

光源氏が住んでいた（？）現光寺。かつては「源氏寺」
「源光寺」と呼ばれていたとか

五色塚古墳の上からは、明石海峡大橋と山陽電車が
一緒に撮影できる

海に近い駅からの景色は奇麗

回転展望閣は外観も「昭和」感満点。展望台からは、神戸から大
阪の方まで見渡せる
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